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平成 29年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【城のあるまちとツーリズム】 

日 程: 平成２９年９月１６日（土） １３：００～１７：５０ 

受講者数: １６名 

会 場: 兵庫県立大学 姫路環境人間キャンパス ゆりの木会館（２Ｆ 会議室） 

講 師: 環境人間学部 教授 石倉 和佳 

 

 

城のあるまちの歴史とツーリズムの展開について、姫路城や姫路城下の町並の発達を、イギリス

のヨーク市の城壁や城郭都市の成り立ちとの比較を通して考えるとともに、姫路の現在の観光展開

および観光資源の活用やその課題について、様々な話題とともに紹介するもの。 

 

 本講座は比較文化の視点から、イギリスのヨークと姫路について「城のあるまち」と言う視点から講

義した。前半はヨークと姫路の比較、後半は姫路の観光の取り組みについて姫路コンベンションビュー

ローの協力を得て説明を行った。 

 2016年には、訪日外国人数が 2400万人となり、日本は観光大国としての地位を築いてきている。一

昔前とは全く違う国際交流の光景が広がっているのが昨今である。これほど多くの人が行き来するよう

になった現在、外国のことを知るのみならず、日本との比較をとおして日本を良く知り発信することも

大事である、というのが本講座の趣旨である。「城のあるまち」とは、単に城郭建築があるということ

ではない。城（要塞）が築かれたときから人や物資が行き来する重要な拠点として町が発展し、数百年

の間に、その後観光資源として重要な役割を果たす多層的な史跡群が築かれたまちのことである。ヨー

クも姫路もこの点において共通しており、本講座では特にヨークの町並みについて、多くの画像を用い

て紹介した。ヨークでは城壁が町を取り囲み、大きな特徴となっているが、城壁に対応する姫路におけ

る城回りの堀は、内堀以外は現在ほとんど埋められている。一方、姫路では大天守が現在でもその美し

い姿を保っているが、ヨークの城塞クリフォーズ・タワーとその周辺はかつての城塞としての面影を十

分にとどめていない。このように「城のあるまち」の現在までの歴史的経緯は様々であるが、遠いイギ

リスのヨークとの比較によって、姫路城とその近隣地域について考察する視点は得られたと考える。    

後半では姫路の観光イベントや観光地についての紹介とともに、姫路フィルムコミッションの活動を

映像作品に用いられた姫路城やその他多くの撮影スポットが紹介された。講座の最後には、その一つで

あるゆりのき会館で撮影された『あさが来た』の映像を見たあと、ゆりのき会館・講堂見学ツアーを行

った。 


